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① 録画テーブル

現在の画面に表示されるチャンネルの録画情報を表します。

検索ウィンドウ上段に録画された日付/時間情報が表示
されます。録画テーブルの灰色の縦の線は現在の再生位
置を表します。リモコンの方向ボタンを利用し、現在の
再生位置を区間単位で移動することができます。マウス
で再生位置を自由に移動させることができます。

•	 録画テーブルで後方に表示されるほど、最新のデー
タです。

•	 システム時間を過去の時間に変更して録画すると、
同じ時間帯に1つ以上の映像が存在することがあり
ます。重なる時間帯は黄色い線で区分された録画テ
ーブルに表示されます。

タイムラプス検索ウィンドウの左下の また はを
選択すると検索ウィンドウの大きさが変更され、全体
チャンネルまたは最小限のチャンネルだけが確認できま
す。最小の大きさのタイムラプス検索ウィンドウでは、
スクロールを利用して表示されていない他のチャンネル
の情報まで確認できます。

(拡大表示)を選択すると録画情報が1分単位の区間で
構成され、 (縮小表示)を選択すると録画情報が3分単
位の区間で構成されます。縮小表示を選択すると、拡大
表示よりもっと多くの時間を一つの画面で見ることがで
きます。
画面に表示される日付や時間より以前または以後の録画
データが存在する場合、日付/時間情報を表示するウィ
ンドウの両側にスクロールバーが表示されます。スクロ
ールをリモコンの方向ボタンを押すか、マウスでクリッ
クしてドラッグし、選択した録画データの情報を確認す
ることができます。

(リロード)を選択するたびに、最新にアップデート
された録画情報が確認できます。
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録画データの棒グラフの色

青色	 タイムラプス録画

紫色	 イベント録画

黄色	 プリイベント録画

赤色	 緊急録画

緑色	
デバイス接続の一時中断による異常
な録画

② 再生ボタン
映像を再生・探索することができます。各ボタンの機能
はリモコンの再生ボタンと同じです。
• ジョグシャトル

再生方法および速度を調節することができます。

ジョグシャトルの縦の表示線は、現在の再生方向や速度を
表します。縦の表示線が中央から右方向にあれば映像を
正方向に再生し、左側にあると逆方向に再生します。縦の
表示線が中央から遠くなるほど再生速度が速くなります。
縦の表紙線をクリックし、ジョグシャトルをマウスでドラッグ
することで映像の再生速度を調節することができます。マ
ウスボタンを離すと縦の表示線が中央に戻り、映像再生が
止まります。

③ ブックマーク
   

• 現在位置追加を選択すると、現在の再生位置をブック
マークに登録します。タイトルを選択して登録したブ
ックマークの名前を入力します。

ブックマークは12件まで保存できます。

• ブックマーク設定ウィンドウで特定のブックマークを
選択し、登録された再生位置に移動することができ
ます。

• ブックマークリストを選択し、 アイコンを選択して
そのブックマークを削除することができます。

④ カレンダー検索

特定の日付の映像をカレンダー検索で探すことができ
ます。
録画された映像がある日付はグレー色で表示されます。
日付を選択すると、その日付のもっとも早い時間に録画
された映像が静止画の状態で表示されます。選択された
日付は黒い背景にグレー色で表示されます。

 ⑤ バックアップ
• ツータッチクリップコピー：任意の2つの位置を指定

して両位置間のデータをコピーすることができます。
バックアップ設定ウィンドウが表示されます。指定し
た2つの位置の範囲が開始と終了時刻に自動設定され
ます。

• バックアップ：バックアップの設定ウィンドウが表示
されます。開始と終了時刻をデータの最初や最後に決
めることができます。監視モードでリモコンのCLIP 
COPYボタンを押すとバックアップ設定ウィンドウが
表示され、再生モードではツータッチクリップコピー
になります。
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•	 チャンネル：カメラの映像を保存するチャンネルを選
択することができます。

•	 パスワード：保存したビデオクリップを再生すると
き、パスワードを使用するか否かを選択し使用する場
合はパスワードを設定してください。

•	 メディア選択：保存するメディアを選択することがで
きます。

•	 ファイル名：保存するファイルの名前を設定してくだ
さい。最大63文字まで入力できます。

ファイル名には、\、/、:、;、*、?、!、“、<、>、|な
どの文字は使用できません。

•	 テキストインデータを含む：録画映像にテキスト入
力情報がある場合、テキスト入力情報を映像とともに
保存します。

•	 サイト名使用：バックアップのファイル名にサイト情
報を追加します。

バックアップのファイル名に場所情報を追加する場
合、場所情報に使用された\、/、:、;、*、?、!、“、<
、>、|などの特殊文字は_に代替されます。

開始を押すと指定した保存範囲のデータ量が計算されて
表示されます。容量を確認し、続けるを選択するとバッ
クアップが始まります。バックアップが始まると、キャ
ンセルを押してバックアップを取り消すことができ、閉
じるを押して画面を消すことができます。閉じるを選択
してもバックアップは続けられ、コピーが完了するとこ
れを確認するウィンドウが表示されます。

•	 ワンタッチバックアップモードでは保存されるド
ライブのメディア容量に合わせて保存範囲を自動的
に設定します。選択したメディアに空き容量が足
りない場合、空いている容量だけバックアップがで
きます。

•	 NVRは実際のディスク容量と関係なく30GBと表示
し、バックアップのためのファイルサイズは30GB
以下に制限されます。

•	 2GBを超える映像区間をバックアップする場合、シ
ステムが2GB単位に分けて保存します。

•	 バックアップで作成したファイルは、Windowsの
PCで、すぐに再生することができます。再生方法に
対する詳しい説明はJSS遠隔監視システムの取扱説
明書を参照ください。

•	 USBフラッシュメモリはFAT32フォーマットのみに
対応します。

•	 USB HDDはFAT32フォーマットのプライマリ・パ
ーティションのみに対応します。

USBバックアップの途中でUSBケーブルを取り外し
たり、USBメディアの電源を切ったりしないでくださ
い。USBバックアップ中にケーブルが抜けたりメディ
アの電源が切れた場合、NVRシステムが誤作動を起こ
したり、外付けUSBメディアのファイルシステムが損
傷し再びバックアップを試みたときバックアップがで
きないというエラーメッセージが表示されることがあ
ります。このエラーメッセージを表示させないために
は、NVRを再起動する必要があります。USBメディア
のファイルシステムが損傷していた場合は、NVRを再
起動してバックアップを試みてもこのエラーメッセー
ジは消えずに表示されます。この場合はメディアをも
う一度フォーマットするか、復元プログラムを利用し
て損傷したUSBメディアのファイルシステムを修正し
なければなりません。

⑥ モーション検索
(本機能は単一画面モードのみで動作します。)
モーション検索機能は分割画面モードでは実行できませ
ん。単一画面モードで選択してください。

•	 開始で始めを選択すると、保存されているデータの中
で最初の時刻に設定され、終了で終わりを選択すると
保存されているデータの中で最後の時刻に設定されま
す。始めや終わりのチェックを解除し、検索する期間
を直接指定することができます。
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•	 タイプ：モーション検索は直前の映像と比較して選択
されたエリアでの変化を探します。つまり、継続的な
変化にも関わらず、変化がとても遅い場合は検索され
ません。一方で、オブジェクト検索は開始に設定され
たときの映像と比較し、選択されたエリアでの変化を
見つけます。よって、とても遅い変化であっても開始
で設定されたときと比較し、ある程度の変化は感知さ
れます。

•	 エリア設定はシステム構成–モーション感知設定でエ
リアを設定する方法と同じです。詳しい内容は55
ページ モーションを参照ください。

オブジェクト検索の検索エリアを設定する場合、物
体の端の部分を検索領域に含むと正しく検索されな
い場合があります。正確な検索のために、物体の輪
郭の内側を感知エリアに設定してください。

•	 感度：1（低感度）～5（高感度）の中から設定することが
できます。

•	 ミニマムブロック：ミニマムブロック設定はモーショ
ン検索だけで使用することができます。

条件設定が終わったら、検索を押してください。検索結果項目を
選択すると、左側に映像が表示されます。映像を再生するために
は、閉じるボタンを押して設定ウィンドウを閉じてください。

⑦ テキストイン検索

特定トランザクションを選択すると、選択された日付と
時間に該当する映像が静止画の状態で表示されます。

1倍速の再生時には画面にテキストイン情報が重なっ
て表示されますが、他の速度で再生すると表示されま
せん。

左下の条件…を選択すると、テキストイン検索で検索す
る条件を決めることができます。

•	 開始で始めを選択すると、保存されているデータの中
で最初の時刻に設定され、終了で終わりを選択すると
保存されているデータの中で最後の時刻に設定されま
す。始めや終わりのチェックを解除すると検索する期
間を直接変更することができます。

•	 チャンネル：検索するテキストインチャンネルを選択
することができます。

•	 テキストインデバイスを選択し、テキストインデバイ
スのタイプを選択することができます。

•	 ＋ボタン：検索変数設定を追加することができます。
•	 大小文字区分：大小文字の使用設定ができます。
•	 読込：保存しておいた検索条件の設定値を読み込むこ

とができます。
•	 保存：現在の検索条件の設定値を保存することができ

ます。
設定が終わり検索を押し、検索を実行したあと、テキス
トイン検索設定ウィンドウに戻ります。

⑧ 低速再生
再生速度を遅くして検索することができます。(x1/2
、x1/3、x1/4、x1/6、x1/8)の低速再生の速度を設定
し、再生ボタンを押すと設定した倍速で映像が再生され
ます。 
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コンテキストメニュー
カメラ画面でメニューボタンを押すか、マウスの右ク
リックでコンテキストメニューを実行することができま
す。
•	 拡大：映像を拡大することができます。
•	 オーディオ：オーディオ再生をON/OFFできます。録

音されたオーディオの再生は、全体画面で再生したと
きだけが可能です。

•	 テキストイン表示/非表示：録画映像にテキスト入力
情報がある場合、テキスト入力情報を映像と一緒に表
示したり、非表示したりすることができます。

•	 グループ編集：グループ編集では、分割画面上でカメ
ラの位置が変更できます。

印刷
現在の映像を印刷することができます。
検索モードで一時停止ボタンを押して、再生を一時停止
してください。検索メニューで印刷を選択すると、印刷
設定ウィンドウが表示されます。

•	 プリンターモデル名
-- ファイルプリンター：現在の映像がUSB保存デバイ
スにPDFファイルで保存され、保存された映像はPCに接
続されたプリンターで印刷することができます。

•	 用紙サイズ：プリントする用紙の大きさを選択しま
す。

•	 ファイル名：保存するファイルの名前を指定します。

イベントログ検索

メニューで検索モード＞イベントログ検索を選択する
と、イベントログ検索ウィンドウが表示されます。

•	 特定のイベントを選択すると、連動録画が行われるチ
ャンネルの選択された日付と時間に該当する映像が静
止画の状態で表示されます。画面の真ん中の再生ボタ
ンで映像を再生でき、画面上で連動カメラを変更すれ
ば他のカメラを再生することができます。

•	 イベントログの検索ウィンドウの上にある始めや終わ
りの選択を解除し、検索する期間を直接変更すること
ができます。

開始で始めを選択すると保存されたデータの中で、最
初の時刻に設定され、終了で終わりを選択すると保存
されたデータの中で最後の時刻に設定されます。

•	 開始または終了時間をユーザーが指定する場合には、
時間重複検査を選択/解除することができます。 

システム時間が変更されユーザーが指定した開始時間
または終了時間が2つ以上ある場合、これらから1つを
選ばなければなりません。選択した開始と終了時間帯
に発生したイベントだけが検索されます。時間重複検
査が選択されていなければ、全ての開始と終了時間帯
に発生したイベントを検索します。

•	 緊急録画、録画エラー、アラーム入力エラー、ディ
スクフル警告、ディスクエラー、ディスク温度、デ
ィスクS.M.A.R.T.、ファンエラー、eSATA接続終
了、ディスク構成変更などのシステムイベントを検索
するときイベントフィルターを選択して選定すること
ができます。
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カメラフィルター

• アラーム入力：アラーム入力イベントを検索するアラ
ーム入力チャンネルを選択します。

• モーション：モーション感知を検索するカメラチャン
ネルを選択します。

• 映像信号なし：映像信号なしイベントを検索するカメ
ラチャンネルを選択します。

• オーディオ検出：オーディオ感知イベントを検索する
カメラチャンネルを選択します。

• トリップゾーン：トリップゾーンイベントを検索する
チャンネルを選択します。

• タンパーリング：タンパーリングイベントを検索する
チャンネルを選択します。

• テキストイン：テキストインイベントを検索するチャ
ンネルを選択します。

• 録画チャンネル：イベントを検索する録画チャンネル
を選択します。

• 録画失敗：録画失敗イベントを検索するチャンネルを
選択します。

• ファンエラー：カメラのファン異常イベントを検索す
るチャンネルを選択します。

設定された録画チャンネルのうちで少なくとも1つの
連動録画が発生したイベントだけを検索します。どの
カメラも選択しなければ、連動録画カメラが1つもな
いイベントだけを検索します。

サムネイル検索

メニューで検索モード＞サムネイル検索を選択すると、
サムネイル検索ウィンドウが表示されます。

• 画面左側の を選択すると、連動録画が行われた
チャンネルで、検索したい日付の映像をカレンダー検
索で探すことができます。録画された映像がある日付
は黒色で表示され、選択された日付は青色で表示され
ます。

• カレンダーボタン右側の ボタンを選択し、日->時
間->分->秒、または秒->分->時間->日の単位で精度が
変更できます。

• 選択された日付と時間に該当する映像が静止画の状
態で表示されます。画面中央にある再生ボタンで映
像が再生でき、画面下段の 、または ボタンを押
して、10秒単位で映像を前後に移動することができ
ます。

• バックアップを選択するとバックアップの設定ウィン
ドウが表示され、開始と終了時刻をデータの最初と
最後に設定したり自由に調節したりすることができ
ます。

• タイムラプスを選択すると、タイムラプス検索モード
に移動します。タイムラプス検索に対する詳しい内容
は、84ページ タイムラプス検索を参照ください。

•  アイコンを選択すると、現在の再生位置をブック
マークに登録します。タイムラプス検索モードの画面
右側のブックマーク設定ウィンドウで特定のブックマ
ークを選択し、登録された再生位置に移動することが
できます。ブックマークリストを選択し、 アイコ
ンを選択してそのブックマークを削除することができ
ます。
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重複した時間の映像検索

ユーザーがシステム時間を過去に戻して録画した場合、
同じ時間帯に1つ以上の録画映像が存在する時間重複現
象が発生する可能性があります。この場合、重複した時
間の録画映像は、セグメントを区分して検索する必要が
あります。
例えば1時から5時までの録画映像が存在する場合、シス
テムユーザーがシステム時間を5時から3時に変更したあ
と6時まで録画すると、3時から5時までの録画映像が2つ
存在することになります。このとき、3時から5時までの
時間には2つのセグメントが発生します。

セグメント1

セグメント2

重複した時間の録画映像を検索するとき、特定の時刻ま
たは時間範囲を選択することができます。もし時間が重
複した区間である3時から5時までの区間で日時指定検索
などの検索メニューを利用し、ある特定の検索時間を指
定する場合、例えば4時の録画映像を検索したいなら重
複した2つのセグメントの中からどのセグメントの4時で
あるかを選択しなければなりません。

もし時間が重複した3時～5時の区間でイベントログ検索
およびモーション検索などの検索メニューを利用して検
索時間範囲を指定する場合、例えば4時～5時の間の録
画映像を検索したいなら重複する2つの検索開始と終了
の時間の中から1つを選択しなければなりません。選択
可能な検索範囲は下記のとおりです。
•	 セグメント1の4時～セグメント1の5時
•	 セグメント1の4時～セグメント2の5時
•	 セグメント2の4時～セグメント2の5時
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WEB Client（ウェブクライアント）はインターネット上でプログラムの設定なしに遠隔地の映像を監視・検索することので
きるプログラムです。通常のウェブブラウザー(インターネット エクスプローラー)でいつでもどこでも接続することが
できます。
WEB Clientプログラムを実行するために必要なPCのシステム要求事項は下記のとおりです。
•	 	OS：Microsoft® Windows® XP(Service Pack3)、Microsoft® Windows® Vista(Service Pack1)、Microsoft®  

Windows® 7(Home Premium、Professional、Ultimate)またはMicrosoft® Windows® 8(Pro、Enterprise)
、Microsoft®  Windows® 10

•	 CPU：Intel Pentium IV 2.4GHz以上(Core 2 Duo E4600以上推奨)
•	 RAM：1GB以上
•	 VGA：128MB以上(1280x1024、24bpp以上)
•	 	Internet Explorer：Ver.7.0以上(32-Bit)

•	 WEB Clientはマイクロソフトのインターネットエクスプロラー(Microsoft Internet Explorer)だけに対応し、その他のウェブ
ブラウザーには対応しません。

•	 WEB ClientはMicrosoftⓇ WindowsⓇ 10のEdgeでは作動しません。

1	 IE（インターネットエクスプロラー）を起動し、アドレスバーに下記の情報を入力してください。
•	 http://IPアドレス：ポート番号（NVRシステムIPアドレスおよびネットワーク–一般設定で設定したWEB Client接続ポート番号 

(初期値：12088)入力）

•	 	または、http://UCN server address/UCNの名前(UCNの名前：UCNサーバーに設定したNVRのデバイス名)

•	 または、http:/www.dvronline.net (ログイン時のNVR IPアドレス、またはUCNサーバーに登録されているUCN名)

接続したいNVRのIPアドレスおよびWEB Clientポート番号はネットワーク管理者にお問い合わせください。

2	 WEB Clientログインウィンドウが表示されたら、"WEBWATCH"(ウェブ監視)または"WEBSEARCH"(ウェブ検
索)を選択します。ログインに必要なIDおよびパスワードを入力し、LOGINボタンをクリックすると選択したモー
ドに移行します。 

http://www.dvronline.netを入力してアクセスする場合、DEVICE ADDRESSの項目にNVRのIPアドレスを入力します。ロ
グインウィンドウでUse DVRNSオプションを選択すると、IPアドレスの代わりにUCNサーバーに登録されているNVRの名前
を入力することができます。なお、SETUP設定でUCNサーバーのアドレスおよびポート番号の入力が要求されます。

•	 WEB Clientプログラムの運用中にはログインウィンドウを閉じないでください。ウェブ監視モードまたはウェブ検索
モードに切り替わるときスクリプトエラーが発生します。この場合はWEB Clientプログラムを再起動する必要があり
ます。 

•	 WEB Clientを実行するとき、アドレスバーまたはステータスバーが表示される場合、画面の下段部が切れて表示され
ることがあります。この場合インターネット設定を変更し、アドレスバーまたはステータスバーを非表示にして実行
することをお勧めします。(ツール→インターネットオプション→セキュリティ→レベルのカスタマイズ→ウェブサ
イトがアドレスバーやステータスバーのないウィンドウを開くのを許可するオプションを使用に設定)

第5章 - WEB Client
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•	 Microsoft	Windows	Vista、またはその上位バージョンのOSでWEB	Clientプログラムを起動する場合、IEを起動すると
きにIEアイコンをマウスの右クリックすると表示されるメニューから管理者の権限で実行オプションを選択してくだ
さい。そうしなければ、WEB	Clientプログラムの一部機能が制限されることがあります。

•	 新規バージョンのWEB	Clientを最初に実行する場合、以前バージョンの情報を読み込むことがあります。この場合、
ツール→インターネットオプション→一般タブに移動し、テンポラリインターネットファイルを削除してからもう一
度WEB	Clientを起動してください。

•	 Microsoft	Windows	Vista、またはその上位バージョンのOSで映像伝送速度低下によって画面が映らなかったり、更新
されなかったりすることがあります。この場合、ご使用中のPCのオートチューニング機能の解除をお勧めします。管
理者の権限でコマンドプロンプトを実行します。(スタート→アクセサリー→コマンドプロンプト→マウスの右ボタ
ンをクリックし、管理者の権限で実行選択)netsh int tcp set global autotuninglevel=disableを入力したあと
エンターキーを押します。PCを再起動し変更された設定を適用します。オートチューニング機能を復元するには、管
理者の権限でコマンドプロンプトを実行したあとnetsh int tcp set global autotuninglevel=normalを入力し
ます。PCを再起動し変更された設定を適用します。

ウェブ監視モード

遠隔地の映像をリアルタイムで監視できる遠隔地ウェブ監視プログラムです。

1 2

11 12

5

6

7

8

9

10

3

4

14

14

1   を押すとWEB Clientのプログラムが終了されます。

2   を押すとウェブ検索モードに転換されます。
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3 マウスのポインタをWebWatchのロゴ部分に置くとWEB Clientのバージョンを確認することができます。

4 WEB Clientの現在の時間とログイン情報を表示します。

5
画面モードを選択します。画面モードを変更する場合、現在のスクリーンで選択したカメラが変更される
レイアウトの1番目のセルに位置します 。

6 監視したいカメラを選択します。

7 監視映像の画質を調節します。 

8 遠隔地のPTZカメラを制御します。

9 遠隔地のアラーム出力装備を制御します。

0

を押してドローイングモードおよびOSD表示を設定することができます。ドローイングモードを選択し
て映像を出力する速度を調節することができ、OSD表示リストから画面に表示されるOSD情報を選択する
ことがあります。 

! を押して現在表示されている映像を画像ファイルで保存します。 

@ を押して、遠隔地のNVRイベント、カメラ、ストリーム設定などの設定ができます。

# 下段部のイベントステータスウィンドウは、遠隔地で感知されたイベントリストを表示します。
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$

スクリーンからカメラを選択しマウスの右ボタンをクリックするとポップアッ
プメニューが表示されます。
•	 カメラタイトル変更：カメラ名を変更することができます。

ウェブ監視モードで変更されたカメラ名は遠隔地システムには影響を与えず、
カメラ名を入力しなければ遠隔地で設定したカメラ名が画面上に表示されま
す。

•	 オーディオ有効化：遠隔地とのオーディオ送受信機能を提供します。項目を選択すると、オーディオ
ボタンが表示されます。 

マイクで遠隔地へオーディオを伝送することができます。
スピーカーで遠隔地のオーディオを再生することができます。

 / 遠隔地との双方向オーディオ送受信が可能です。

オーディオ送受信が無効化されます。

接続した遠隔地がオーディオ送受信に対応する場合、カメラスクリーンに アイコンが表示されます。

•	 画面アスペクト比：画面上に表示される映像のアスペクト比を変更することができます。
-- 画面に合わせる：カメラスクリーンのエリアに合わせて映像を出力します。

-- アスペクト比に合わせる：オリジナル映像の縦横比でカメラスクリーンのエリアに合わせて映像を出力します。

-- 半分の大きさ(x0.5)～4倍の大きさ(x4)：オリジナル映像の大きさを基準にメニューで指定した大きさでカメ
ラスクリーンに映像を出力します。例えば実際の大きさ(x1)を選択すると、オリジナル映像の実際の大きさで出力
します。半分の大きさ(x0.5)～4倍の大きさ(x4)メニューはカメラスクリーンに選択した大きさで映像を出力できるだ
けのエリアが確保された場合のみに活性化します。

•	 マルチストリーム：ひとつ以上のストリームに対応します。
•	 ブロックノイズ除去：拡大映像で発生するブロックノイズを除去し、画面上に表示される映像の出力品

質を高めることができます。
•	 Mouse PTZ コントロール：カメラを動かすことができ、マウスのホイールで映像を縮小/拡大するこ

ともできます。
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ウェブ検索モード

遠隔地の録画映像を検索できる遠隔地ウェブ検索プログラムです。

ウェブ検索スクリーンでの遠隔地へのアクセスは30分以上操作がなければ自動的に解除されます。

1 2

13
11

14 15 16 17

5
6 7

12

10

3

4

19

18

20
9

8

1  を押してWEB Clientを終了します。

2 を押すとウェブ監視モードに切り替えます。

3 マウスのポインタをWebSearchのロゴ部分に置けばWEB Clientのバージョンを確認することができます。

4 遠隔地NVRの録画映像の時間情報を表示します。

5

映像に様々なイメージフィルターを適用します。 

映像調整は一時停止の状態のみで適用されます。

6 映像を縮小・拡大します。

7 映像の明るさを調節します。
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8

再生ボタンを押して指定した状態で映像を再生することができます。

 最初へ 早送り

 コマ戻し コマ送り

 早戻し  最後へ

 再生/一時停止

9 画面モードを選択します。

0

特定の日付の映像をカレンダー検索で探すことができます。
録画された映像がある日付は黒で表示されます。日付を選択すると、その日付のもっとも遅い時刻に録画
された映像が静止画の状態で表示されます。選択された日付は赤で表示されます。

! を押して検索する、特定の時間帯の映像にすぐ移動することができます。

@

を選択するとタイムラプス検索モードを利用し、録画映像を時間順に従って検索・再生します。タイムラプ
ス検索モードでの検索は日付の単位で行われ、カレンダーで検索する日付を選択することができます。画面下の
タイムテーブルではカレンダーで選択した日付の録画映像の時間情報を表示します。時間を選択すると、その時
間帯の映像を画面に表示します。選択した時間帯に1つ以上の映像がある場合、セグメントを選択することがで
きます。

#
を選択するとイベント検索モードになり、ユーザーが指定する特定な条件に満足するイベントを検索すること

ができます。

$

を押してドローイングモードおよびOSD表示を設定することができます。ドローイングモードを選択して映
像を出力する速度を調節することができ、OSD表示リストから画面に表示されるOSD情報を選択することがで
きます。

% を押して録画映像を実行ファイル（ClipPlayer）として保存します。

^  を押して現在みている映像を画像ファイルで保存します。

&  を押して現在見ている映像をPCに接続されているプリンターで印刷します。

* を押して遠隔地の最新録画映像を再び読み込みます。

(

選択したカメラの録画情報を時間単位で表示します。カメラのシステム時間が過去に変更され同一の時間帯に1
つ以上の映像が存在する場合、タイムテーブルの右上のセグメントメニューでどのビデオセグメントを検索する
か指定することができます。



第5章 - WEB Client

99

)

スクリーンからカメラを選択しマウスの右ボタンをクリックするとポップアッ
プメニューが表示されます。
•	 カメラタイトル変更：カメラ名を変更することができます。

ウェブ検索モードで変更されたカメラ名は遠隔地システムには影響を与えず、カ
メラ名を入力しなければ遠隔地で設定したカメラ名が画面上の表示されます。

•	 オーディオ有効化：映像が録画されるときオーディオも一緒に録音されている場合、再生するときオー
ディオが一緒に出力されます（単一画面再生時に限る)。

•	 画面アスペクト比：画面上に表示される映像のアスペクト比を変更することができます。
•	 ブロックノイズ除去：拡大映像で発生するブロックノイズを除去し、画面上に表示される映像の出力品

質を高めることができます。
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第6章－付録

NAT機能の使用例

NAT機能は物理的に分かれているWAN網PC(WebSetup/WEB Client/JSS遠隔監視システム/RTSP)から内部VIN網であるカメラ
に接続するための機能です。カメラのWebSetup/WEB Client/JSS遠隔監視システム/RTSPに接続するためには、NVRポートの番号
がカメラのポート番号にポートフォワーディングするNAT規則を構成しなければなりません。

NATの構成図

1 3 5 7 9 11 13 15 

10 12 14 16 2 864

PC (WEB Setup / Webguard / 
iRAS / RTSP) 

Switch

NVR

.

.

.

WAN (Ethernet 0)
IP Address: 10.0.125.211
Getway: 10.0.0.1

VIDEO IN (Ethernet 1)
IP Address: 169.254.123.72

※両方を同一の
　サブネットで
　使用することは
　できません。

•	 NAT機能を利用するためには、当該カメラのゲートウェイアドレスがNVRのVIN網のIPアドレスに設定されていなければ
なりません。

•	 カメラのIPアドレスおよびポート番号はカメラのWebSetupを参考にしてください。またはNVRでカメラのIPアドレスを確
認するか、カメラマニュアルの基本ポート番号を使用してください。
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Web Setup 接続の方法

カメラWebSetup接続: PCにおける内部VIN網のカメラの
WebSetupに接続します。

設定方法: NVRの設定ポート番号とカメラのHTTPポ

ート番号のポートフォワーディング

• Eth 0: WANポート : 11001
• Eth 1: VINのIP : カメラのIPアドレス
• Eth 1: VINポート : カメラのHTTPポート番号

アクセス方法

http://NVR IPアドレス:設定したカメラのHTTPポート番号/
setup/setup.htmlを通じてWebSetupページに接続することがで
きます。WebSetupで接続する場合はカメラのHTTPポート番号と
ポートフォワーディングした11001です。

PF-CW1027/1028のWEB Client接続

PCにおけるVIN網のカメラのWEB Clientに接続します。

設定方法 1 : NVRの設定ポート番号とカメラのHTTP

ポート番号のポートフォワーディング

• Eth 0: WANポート : 11001
• Eth 1: VINのIP : カメラのIPアドレス
• Eth 1: VINポート : カメラのHTTPポート番号

設定方法 2 : NVRの設定ポート番号と遠隔ポート番号

のポートフォワーディング

• Eth 0: WANポート : 11002
• Eth 1: VINのIP : カメラのIPアドレス
• Eth 1: VINポート : カメラの遠隔ポート番号

eth0ポート番号とカメラの遠隔ポート番号が同じでな
ければなりません。
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アクセス方法

http://NVR IPアドレス:設定したカメラのHTTPポート番号を通じ
てWEB Clientの映像を確認することができます。WEB Clientで
接続する場合はカメラのHTTPポート番号とポートフォワーディン
グした11001です。

PF-CW1027/1028のJSS遠隔監視システム接続

PCのJSS遠隔監視システムでVIN網のカメラ映像が見られるよ
うに接続します。

設定方法: NVRの設定ポート番号とカメラの遠隔ポー

ト番号のポートフォワーディング

• Eth 0: WANポート : 11002
• Eth 1: VINのIP : カメラのIPアドレス
• Eth 1: VINポート : カメラの遠隔ポート番号

eth0ポート番号とカメラの遠隔ポート番号が同じでなけ
ればなりません。

アクセス方法

JSS遠隔監視システムプログラムを利用してカメラ映像を確認す
ることができます。

JSS遠隔監視システム	プログラムで接続した場合には
カメラの遠隔ポート番号とポートフォワーディングし
た11002です。
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PF-CW1027/1028のRTSP接続

PCのRTSPプレーヤーでVIN網のカメラ映像に接続します。

設定方法: NVRの設定ポート番号とカメラのRTSPポ

ート番号のポートフォワーディング

• Eth 0: WANポート : 11006
• Eth 1: VINのIP : カメラのIPアドレス
• Eth 1: VINポート : カメラの遠隔ポート番号

アクセス方法

VLCメディア再生機を利用してRTSPに接続します。rtsp://NVR 
IPアドレス:設定したカメラのRSTPポート/trackID=stream番号を
通じてRTSP映像を確認することができます。

RTSPで接続する時には、カメラRTSPとポートフォワ
ーディングした11006です。RTSPアドレスの設定方
法は65ページ	RTSP。
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システムログの種類

システム起動 緊急録画開始

システム終了 緊急録画終了

システム再起動 全てのデータ削除

アップグレード成功 ディスク削除

アップグレード失敗 ディスクフォーマット

電源エラー ディスクフル

時間変更 自動削除

標準時間帯変更 検索開始

タイムサーバー 検索終了

時間同期化失敗 バックアップスタート

ディスクエラー 終了

ログイン バックアップ取消

ログアウト バックアップ失敗

設定開始 バックアップユーザー

設定終了 バックアップスタート

遠隔設定変更 バックアップ終了

遠隔設定エラー バックアップ映像再生時間

設定読込 バックアップカメラ

設定読込失敗 コールバック失敗

設定保存 ファクトリーリセット

設定保存失敗 カメラアップグレードスタート

設定保存キャンセル カメラアップグレード終了

スケジュール作動 カメラアップグレード失敗

スケジュールOFF カメラアップグレードユーザー

カメラアップグレードカメラ
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エラーコードの種類

アップグレードエラーコード

番号 タイプ 番号 タイプ

0 原因不明なエラー 301 遠隔ネットワークエラー

1 ファイルバージョンが合致しない 302 遠隔アップグレードの権限がない

2 OSバージョンが合致しない 303 遠隔アップグレードファイルの保存失敗

3 SWバージョンが合致しない 304 ユーザーが遠隔アップグレードをキャンセル

4 カーネルバージョンが合致しない 400 USBメモリでマウントエラー

100 メモリマウントエラー 401 USBメモリでファイルロードエラー

101 ファイルが見つからない 402 USBメモリでファイルコピーエラー

102 圧縮ファイルの解凍エラー 403 USBメモリが接続されていない

103 リロ(LILO)実行失敗 404 USBメモリ使用中

104 再起動失敗 405 サポートされないファイルシステム

105 正しくないファイル 500
バックアップ中であるためアップグレードで
きない

300 遠隔接続失敗

バックアップエラーコード

番号 タイプ 番号 タイプ

0 原因不明なエラー 12 ディスクエラー発生

1 デバイスエラー 13 JSSプレイヤーの実行ファイルなし

2 デバイス接続失敗 14 JSSプレイヤーの実行ファイルオープン失敗

3 CDメディアなし 15 JSSプレイヤーの実行ファイル保存失敗

4 間違ったメディア 16 イメージ作成失敗

5 同じ名前のファイルがある 17 コピー失敗

6 残容量不足 18 コピー時間オーバー

7 臨時ファイル作成失敗 19 デバイス接続失敗

8 ディスクオープン失敗 20 デバイス使用中

9 ディスクフォーマット失敗 21 サポートされないファイルシステム

10 データベースが変更される 22 データ検証失敗

11 保存失敗 23 範囲に保存されたデータがありません。
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ネットワークエラーコード

番号 タイプ 番号 タイプ

0 エラーの原因が分からない 20 ユーザーによって接続がキャンセルされる

1 正常なログアウト 21 ネットワークデバイスホストの応答なし

2
全チャンネルで使用中のため接続が拒否さ
れる

22 ネットワーク上にノイズ信号が多い

3 間違った製品のバージョン情報 23 転送キューがいっぱい

4 間違ったユーザー名あるいはパスワード 24 間違ったOEM情報

5 管理者が接続を強制的に終了させる 25 検索権限なし

6 タイムアウト 26 ポートがすでに使用中

7 ネットワークデバイスが終了 27 SSL接続失敗

8 使用可能なポートがないため接続できない 28 ネットワークタイムアウト

9 サーバーが作動していないため接続できない 29 ネットワークデバイスホストタイムアウト

11 ネットワーク使用不可 30
ネットワークデバイスホストがTCPによる
RTPに対応しない

12 ネットワークエリアが違うためアクセス不可 31 ソケットエラー発生

13 接続タイムアウト 100 不明なコーデック

14
ネットワークデバイスから強制的に接続が解
除される

101 JPEGコーデック(対応しない)

15 ネットワークデバイスホストが終了 103 MPEG4コーデック(対応しない)

16
ネットワークデバイスホストでルーティング
できない

400 サポートされない解像度

17 接続が中断される -1 正常な接続
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故障時の確認事項

不具合 確認事項

本体の電源が入りません。
•	 	電源コードの接続を確認してください。
•	 コンセントの電源を確認してください。

リアルタイム映像が映りません。

•	 カメラビデオケーブルとの接続を確認してください。
•	 モニタービデオケーブルとの接続を確認してください。
•	 カメラの電源を確認してください。
•	 カメラレンズの取り付け状態を確認してください。

NVRが録画中に止まりました。

•	 カメラのハードディスクがフルになっている可能性があります。録画された
映像を削除して録画エリアを確保してください。

•	 NVRを上書きモードに設定してください。詳しい内容は52ページ 一般
を参照ください。

アイコンが画面に表示されてい
ますが録画がされません。

プリイベント設定がされている場合、イベントが発生せず、録画されていない
時には（ ）アイコンと（ ）アイコンが表示されます。
イベントが発生して録画されるときは、 アイコンと アイコンが表示され
ます。詳しい内容は53ページ スケジュールを参照ください。

システムアップグレードの途中に
NVRが再起動を繰り返し作業を完
了しません。

アップデートしているファイルのバージョンを確認してください。現在装置
にインストールされているバージョンより下のバージョンにアップアップグレ
ードしている場合、装置にあるファクトリーリセットスイッチを押してファ
クトリーリセットを先に行わなければなりません。ファクトリーリセットを使
用する場合、ユーザーが保存したNVRのすべての設定値が失われます。ファ
クトリーリセットに関する内容は17ページ ファクトリーリセットを参照く
ださい。
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製品の仕様

本製品の仕様は、製品改良のため、事前予告なしに変更されることがあります。

PF-RW2004

単位：mm

4ｃｈ
HDMI：×1、 VGA：×1
160Mbps（40+70+50）
3840×2160、1920×1200、1920×1080、1680×1050、1600×1200
最大120ips
40Mbps, 4ch@フルHD, 1ch@UHD
70Mbps、120ips@UHD
12MP（ネットワークカメラに依る）
H.265、H.264
タイムラプス、イベント、プリイベント、パニック
4ch 4K Playback
カレンダー、日時指定、イベントログ、サムネイル、モーション、テキストイン
内蔵：4TB（標準） / 10TB / 20TB（最大）
USB記録装置（USB HDD、USBメモリなど）
―
Fast Ethernet（IP Camera）×4
―
Gigabit Ethernet（Client）×1
50Mbps / 100Mbps（BRP Mode）
PoE（IEEE802.3at class4）4ports、30W
Email（添付ファイル（.cbf、.MP4））、コールバック（遠隔ソフトウェア）
Local（NVR）：― / 1RCA+1HDMI　IP Camera：4 / 4（カメラに依る）
4TTL、NC/NO programmable、2.4V（NC）or0.3V（NO）threshold、DC 5V/IP Camera4（カメラに依る）
1接点出力（NO）、2A@AC 125V、1A@DC 30V / IP Camera4（カメラに依る）
―
有り
RS232（Terminal Block）、eSATA×1
USB2.0×1、USB3.0×1
約300（幅）×62（高）×231（奥）mm　※突起物含まず
約2,200g（HDD1個装着時）
0～40℃（湿度90％未満　※結露しないこと）
12V電源アダプタ（本体電源用）：Input：100-240V～、50/60Hz、1.6A　Output：DC12V、5A
48V電源アダプタ（PoE電源用）：Input：100-240V～、50/60Hz、1.2A　Output：DC48V、1A
12V電源アダプタ（本体電源用）：DC12V・1.76A 最大21.2W　※4TB HDD2台搭載時
48V電源アダプタ（PoE電源用）：DC48V・0.65A 最大31.2W
NVR本体×1、電源ケーブル/電源アダプタ（12V、48V）、簡易マニュアル×1、マウス、
遠隔プログラム/製品のマニュアルCD、IRリモコン×1、ハードディスク固定用ねじ、保証書

ビデオ入力
ビデオ出力
最大入力処理能力（ライブ+録画+遠隔）
ディスプレイ解像度
最大ディスプレイ速度
最大ディスプレイ処理能力
最大処理能力
最大録画解像度
画像圧縮方式
録画モード
性能
検索モード
HDD
バックアップ
RAID
本体内蔵PoEカメラポート
外部Videoポート
クライアント接続ポート
転送速度
PoE電源供給能力
イベントアラーム
オーディオ入力 / 出力
アラーム入力
アラーム出力
アラームリセット入力
内蔵ブザー
シリアルインターフェース
USB端子
外形寸法
質量
使用温度範囲

電源

消費電力

同梱物

ビ
デ
オ

録
画

再
生

保
存

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

一
般

300 237.7
210.9 6.720.1

62
5
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PF-RW2008

単位：mm

8ｃｈ
HDMI：×1、 VGA：×1
270Mbps（80+140+50）
3840×2160、1920×1200、1920×1080、1680×1050、1600×1200
最大240ips
80Mbps, 8ch@フルHD, 4ch@UHD
140Mbps、240ips@UHD
12MP（ネットワークカメラに依る）
H.265、H.264
タイムラプス、イベント、プリイベント、パニック
8ch Full HD Synchronous Playback、4ch 4K Playback
カレンダー、日時指定、イベントログ、サムネイル、モーション、テキストイン
内蔵：4TB（標準） / 10TB / 20TB（最大）
USB記録装置（USB HDD、USBメモリなど）
―
Fast Ethernet（IP Camera）×8
Gigabit Ethernet（Ext）×1
Gigabit Ethernet（Client）×1
50Mbps / 100Mbps（BRP Mode）
PoE（IEEE802.3at class4）8ports、50W
Email（添付ファイル（.cbf、.MP4））、コールバック（遠隔ソフトウェア）
Local（NVR）：― / 1RCA+1HDMI　IP Camera：8 / 8（カメラに依る）
4TTL、NC/NO programmable、2.4V（NC）or0.3V（NO）threshold、DC 5V/IP Camera8（カメラに依る）
1接点出力（NO）、2A@AC 125V、1A@DC 30V / IP Camera8（カメラに依る）
―
有り
RS232（Terminal Block）、eSATA×1
USB2.0×1、USB3.0×1
約300（幅）×62（高）×231（奥）mm　※突起物含まず
約2,300g（HDD1個装着時）
0～40℃（湿度90％未満　※結露しないこと）
12V電源アダプタ（本体電源用）：Input：100-240V～、50/60Hz、1.6A　Output：DC12V、5A
48V電源アダプタ（PoE電源用）：Input：100-240V～、50/60Hz、1.4A　Output：DC48V、1.36A
12V電源アダプタ（本体電源用）：DC12V・1.76A 最大21.2W　※4TB HDD2台搭載時
48V電源アダプタ（PoE電源用）：DC48V・1.1A 最大52.8W
NVR本体×1、電源ケーブル/電源アダプタ（12V、48V）、簡易マニュアル×1、マウス、
遠隔プログラム/製品のマニュアルCD、IRリモコン×1、ハードディスク固定用ねじ、保証書

ビデオ入力
ビデオ出力
最大入力処理能力（ライブ+録画+遠隔）
ディスプレイ解像度
最大ディスプレイ速度
最大ディスプレイ処理能力
最大処理能力
最大録画解像度
画像圧縮方式
録画モード
性能
検索モード
HDD
バックアップ
RAID
本体内蔵PoEカメラポート
外部Videoポート
クライアント接続ポート
転送速度
PoE電源供給能力
イベントアラーム
オーディオ入力 / 出力
アラーム入力
アラーム出力
アラームリセット入力
内蔵ブザー
シリアルインターフェース
USB端子
外形寸法
質量
使用温度範囲
電源

消費電力

同梱物

ビ
デ
オ

録
画
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単位：mm

16ｃｈ
HDMI：×1、 VGA：×1
320Mbps（90+180+50）
3840×2160、1920×1200、1920×1080、1680×1050、1600×1200
最大480ips
90Mbps, 16ch@フルHD, 4ch@UHD
180Mbps、480ips@UHD
12MP（ネットワークカメラに依る）
H.265、H.264
タイムラプス、イベント、プリイベント、パニック
16ch Full HD Synchronous Playback、4ch 4K Playback
カレンダー、日時指定、イベントログ、サムネイル、モーション、テキストイン
内蔵：4TB（標準） / 10TB / 20TB（最大）
USB記録装置（USB HDD、USBメモリなど）
―
Fast Ethernet（IP Camera）×8
Gigabit Ethernet（Ext）×1
Gigabit Ethernet（Client）×1
50Mbps / 100Mbps（BRP Mode）
PoE（IEEE802.3at class4）8ports、50W
Email（添付ファイル（.cbf、.MP4））、コールバック（遠隔ソフトウェア）
Local（NVR）：― / 1RCA+1HDMI　IP Camera：16 / 16（カメラに依る）
4TTL、NC/NO programmable、2.4V（NC）or0.3V（NO）threshold、DC 5V/IP Camera16（カメラに依る）
1接点出力（NO）、2A@AC 125V、1A@DC 30V / IP Camera16（カメラに依る）
―
有り
RS232（Terminal Block）、eSATA×1
USB2.0×1、USB3.0×1
約300（幅）×62（高）×231（奥）mm　※突起物含まず
約2,300g（HDD1個装着時）
0～40℃（湿度90％未満　※結露しないこと）
12V電源アダプタ（本体電源用）：Input：100-240V～、50/60Hz、1.6A　Output：DC12V、5A
48V電源アダプタ（PoE電源用）：Input：100-240V～、50/60Hz、1.4A　Output：DC48V、1.36A
12V電源アダプタ（本体電源用）：DC12V・1.76A 最大21.2W　※4TB HDD2台搭載時
48V電源アダプタ（PoE電源用）：DC48V・1.1A 最大52.8W
NVR本体×1、電源ケーブル/電源アダプタ（12V、48V）、簡易マニュアル×1、マウス、
遠隔プログラム/製品のマニュアルCD、IRリモコン×1、ハードディスク固定用ねじ、保証書

ビデオ入力
ビデオ出力
最大入力処理能力（ライブ+録画+遠隔）
ディスプレイ解像度
最大ディスプレイ速度
最大ディスプレイ処理能力
最大処理能力
最大録画解像度
画像圧縮方式
録画モード
性能
検索モード
HDD
バックアップ
RAID
本体内蔵PoEカメラポート
外部Videoポート
クライアント接続ポート
転送速度
PoE電源供給能力
イベントアラーム
オーディオ入力 / 出力
アラーム入力
アラーム出力
アラームリセット入力
内蔵ブザー
シリアルインターフェース
USB端子
外形寸法
質量
使用温度範囲
電源

消費電力

同梱物

ビ
デ
オ

録
画
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PF-RW2016



アフターサービスについて

この製品は「保証書」を別途添付しております。所定事項の記入および記載内容をご確認いただき、大切に保管してくだ
さい。

正常な使用状態で、保証期間内に万一故障が生じ
た場合には、保証書記載内容により、お買い上げの
販売店（または工事店）が修理いたします。その他
の詳細は保証書をご覧ください。

●保証期間経過後の修理については、お買い上げの
販売店にご相談ください。修理によって機能が維
持できる場合は、お客様のご要望により有料修理
いたします。

●本製品が故障した場合、稼働していない時間に対する
営業損失は補償対象外になります。

特に監視用などでご使用の場合は、定期点検の実施をおすすめします。詳しくは、お買い上げ販売店（または工事店）にご
相談ください。

■ 保証について

■ 定期点検・保守について

■ 万一故障が発生した場合は、お買い上げの販売店にお申し出ください。
　 本製品は当社保証規定に基づいて保証させていただいております。

〒105-6109 東京都港区浜松町2-4-1
世界貿易センタービルディング9階
TEL：03-6809-1217
FAX：03-6809-1701

株式会社 日本防犯システム
http://www.js-sys.com/

東京支店　　〒105-0013 東京都港区浜松町1-12-10 第一登茂ビル4階

仙台支店　　〒980-6023 宮城県仙台市青葉区中央4-6-1 SS30　23階

名古屋支店　〒451-0046 愛知県名古屋市西区牛島町2-5 トミタビル9階

大阪支店　　〒530-0012 大阪府大阪市北区芝田1丁目14-8 梅田北プレイス5階

広島支店　　〒730-0051 広島県広島市中区大手町2-8-5 合人社広島大手町ビル10階

福岡支店　　〒812-0011 福岡県福岡市博多区博多駅前3-2-8 住友生命博多ビル7階

札幌営業所　〒060-0042 北海道札幌市中央区大通西12-4-69 あいおいニッセイ同和損保札幌大通ビル7階

高松営業所　〒760-0017 香川県高松市番町1-6-8 高松興銀ビル4階

下記事項をお買い上げ販売店にご連絡ください。

① 故障の状況（できるだけくわしく）
② 品名と品番（4K対応PoE給電方式 ４ch / ８ch / 16ch ネッ

トワークビデオレコーダ【PF-RW2シリーズ】）

③ お買い上げ年月日（保証書に記入）
④ 製造番号（保証書に記入）
⑤ お名前、おところ、電話番号

修理を依頼されるときは




